




































様な事例・成果が得られている（e.g. Hann 2003; Leonard & Kaneff 2002; Mandel & 


















федеральный округ / Far Eastern Federal District）・ハバロフスク地方（Хабаровский 
край / Khabarovsk Krai）の二つの行政村、コンドン（Кондон / Kondon）とウリカ=ナツ










                                                   
1 ちなみに、文化／社会人類学による景観研究のなかには、生態学や考古学など異分野との
連携・共同によって行われているものが少なからず含まれている（e.g. Bender 1993; Tilley 
1994; Fairhead & Leach 1996; Ucko & Layton 1999; Bollig & Bubenzer 2008）。この傾向
は、景観が自然環境と人間活動の相互作用の歴史過程を経て形成されたものであるため、参
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なく、多様なアクターが形成する重層的な営みの結節点として捉えようとする視座が、A. 
























Martin 2001; Hirsch 2005）。いずれにせよ、ソビエト体制が先住民集落に構築した景観は、
共産主義・社会主義が事実上消滅した今日、資本主義・自由主義に基づくグローバル・エコ




















（佐々木 2008: 44）という制約の下に推進されていたことがあげられる。 
これに対して、2000 年代以降、シベリアの先住民を対象とした民族誌調査に基づく景観
































らかにされている（Gutman & Radeloff 2016）。 
具体的な方法として、まず本稿では、CORONA 衛星画像を利用する。CORONA 衛星画
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像とは、東西冷戦時代にアメリカ合衆国が「仮想敵国」としていた旧ソ連や中華人民共和国
などを監視するため、1959 年 6 月から 1972 年 5 月までの期間に打ち上げた、一連の軍事
偵察衛星シリーズが撮影した地表面の写真である（Day, Logsdon & Latell 1998）。
CORONA 衛星画像は、地球観測衛星のデジタル画像と比較して解像度が高く、また衛星画
像のなかでも 1960 年代という古い時期の情報であることなどから、1995 年 2 月 22 日に大
統領命令によって機密解除となり画像が一般公開されるようになって以降、さまざまな研
究分野で学術利用が行われている。人類学関連の景観研究では、地形分析や遺跡調査などに
積極的に活用されており、国内外で数々の研究成果が刊行されている（e.g. 相馬 1999; 小













2010 年と 2009 年に撮影されたコンドンとウリカ=ナツィオナーリノエの ALOS 画像
（PRISM・AVNIR-2）3を利用し、CORONA 衛星画像との比較によって当該地域の景観を
構成する可視的・物理的側面の変化を明示化する（大西 2015; 松森ほか 2018）4。 
次に、現地調査に CORONA 衛星画像の写真を持ち込み、それを当時のことを記憶する地
域住民に提示し、そこに写されている映像の具体的な内容、またはそれに関する付帯情報、
さらにはその前後の変化などの聞き取りを行った（佐々木 2012; 2016; 大西 2015; 松森ほ
か 2018）。この調査によって、衛星画像から読み取ることのできない、社会状況や生活環境
                                                   
2 コムソモリスク=ナ=アムーレは、1932 年に建設されたアムール河下流の左岸に位置する








いち」（2006 年 1 月 24 日打ち上げ 2011 年 5 月 11 日運用停止）により撮影された 650 万








































                                                   
5 本稿の基となった現地調査は、日本学術振興会・科学研究費補助金（基盤研究 A 海外学術
調査）「ロシア極東森林地帯における文化の環境適応」の助成により 2009 年 10 月、2010
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スリー川の各流域に広がっている。 
ナーナイの人びとは、別にゴリド（Гольды / Golds, Goldes, Goldi）とも呼ばれ、ロシア
側では人口が 5 万人以下を基準として規定される「北方先住少数民族（коренны 



















                                                   
6 正確には、2010 年実施のロシア連邦国家統計局による国勢調査では 12,003 人であり
（http://www.gks.ru/free_doc/new_site/perepis2010/croc/perepis_itogi1612.htm）、同じく










会でも行われていた（e.g. Oswalt 1980; Crowell 1997; 岸上 2001）。ただその多くは、欧米
の帝国主義による植民地経営に基づくものであった。これに対し、ナーナイの毛皮交易は、
欧米の帝国主義の影響が及ぶ以前から、中国王朝との間に行われていたことが知られてい
る（佐々木 1997, 2005a）。また 1860 年の北京条約によって、沿海州を中心とするアムール
河流域の大半が帝政ロシアの支配下に置かれるまで、ナーナイは、満洲人が建国した清朝に
おいて毛皮の貢納民でありつつも、満洲八旗の予備軍として位置づけられ貴族や将校など

















れ、その下にナーナイの「民族管区」も設置された（フォーシス 1998: 354; 佐々木 2001: 
60-63）。その一方で、シャーマニズムなどの既存の文化的慣行は、ソビエト社会主義に反す
るものとして否定され棄却されていった。 






































コンドンは、北緯 51度・東経 136度の位置にあり、アムール河の支流であるゴリン（Горин 
/ Gorin）川中流に合流するフィン（Хуин / Huyin）川右岸に立地する。同地域は、フィン
川・ゴリン川流域に広がる湿地帯に低位の河岸段丘が散在する自然環境のなかにあり、フィ






誇っていたようである（佐々木 2005a: 81, 85）10。このため、アムール河本流域に暮らすナ




























岸の「カダハチャン（Кадахачан / Kadahachan）」と呼ばれる聖地が存在している。 
コンドンは、現在ハバロフスク地方ソルネチュヌィ（Солнечный / Solnechny）地区に属
する行政村であり、ソ連時代の 1960 年に生産組織の統廃合による規模拡大を目的とした国
営農場化に伴う集住政策によって、ヤミフタ（Ямихта / Yamihta）とソルゴル（Соргол / 
Sorgol）という同じくナーナイ系先住民が暮らしていた集落が統合されて建設された（佐々









                                                   
ギール（Щамагиры / Shchamagir）」集団の大きな集落「コンドク（Кондок / Kondok）」



















所に、耕作地と推察される大小の裸地が認められた（大西 2015: 9）。 






1972 年撮影 CORONA 衛星画像 



















年 8 月の調査時点で 40 代半ば～50 代半
ばの男性であり、衛星画像が撮影された



















                                                   























































①ヘリポート ②ジャガイモ畑 ③野菜貯蔵庫 ④ジャガイモ畑 ⑤コルホーズのガレージ ⑥漁業
コルホーズ ⑦カブ畑 ⑧気象ステーション ⑨毛皮加工工場 
図３ K-An 聞き取り結果 
 
①菜園（スイカ？） ②トマト・トウモロコシ・キャベツ畑 ③畑（作物不明） ④ジャガイモ・エ
ンバク畑 ⑤⑥⑦ジャガイモ畑 ⑧気象ステーション ⑨ 漁業コルホーズ ⑩国営毛皮加工工場 
⑪菜園（作物不明） ⑫朝鮮人のキュウリ・ヤサイ畑 ⑬朝鮮人の畑（1964-65 年に退去） 
図４ K-Vo 聞き取り結果 















（Корё сарам / Koryo-saram）」と呼称される、沿海州を中心とする極東地区に居住してい
た朝鮮系住民は、J. V. スターリンによって 1937 年までに現在のカザフスタンやウズベキ
スタンなどの中央アジアに強制移住させられた、という歴史が一般に周知されている(cf. ブ







①キャベツ畑 ②畑 ③ヘリポート ④1968 年アルメニア人建設道路 ⑤⑥野菜地下貯蔵庫 ⑦ア
ルメニア人建設石造り建物（カイラスゥの石材使用） ⑧トウモロコシ畑（家畜飼料） ⑨野菜貯蔵
庫 ⑩⑪トウモロコシ畑（家畜飼料） ⑫畑 ⑬ガレージ ⑭木材加工場 ⑮国営魚加工場 ⑯国営
毛皮工場 ⑰駅舎 ⑱⑲⑳ハクサイ畑 ㉑畑 ㉒林業用道に繋がる ㉓朝鮮人居住地（60 年代退去） 













































①②キャベツ畑 ③旧畑地（大型車の通行で道路となった） ④旧道 ⑤林業組合（本部ハルピシャ
ン）の薪炭伐採地林道 ⑥家畜小屋・木材加工場・ガレージ ⑦気象ステーション ⑧家畜飼育施設 
⑨国営毛皮加工場 ⑩建物 ⑪朝鮮人集落 ⑫軍事空港への道（第二次大戦後に封鎖） 








































































ウリカ=ナツィオナーリノエは、北緯 48 度・東経 134 度の位置にあり、アムール河の一









れていたことが指摘されている（松浦 2006: 261）。他方、ウリカという集落名は、1873 年














15 なおアムール河流域とサハリンで民族誌調査を行った、A. V. スモリャークのアルバム集
のなかには、1960 年代初頭のウリカ=ナツィオナーリノエの貴重な写真も含まれている
(Смоляк 2001)。 















1971 年撮影 CORONA 衛星画像 
 













































1971 年撮影 CORONA 衛星画像 
 
2009 年 ALOS 画像 
図９ ウリカ=パブロフカ衛星画像 








8 月の調査時点で 30 代後半～50 代後半になる
4 名で、その内訳は男性 2 名、女性 2 名であっ



























                                                   


















人はナーナイとしてのエスニック・アイデンティティを有していた（佐々木 2016: 228）。 
U-An：この人物は、調査時には 50 歳間近の 40 代後半であった女性で、公民館長を務め
ていた。彼女も、高等教育を受けるためニコラエスク=ナ=アムーレ（Николаевск-на-Амуре 
/ Nikolayevsk-na-Amur）などで就学し、またその後 2 年間ほどハバロフスクでの就労経験
も有していた（佐々木 2016: 228）。ただ CORONA 衛星画像が撮影された 1971 年の状況
を、幼少期の記憶として十分保持している年齢であること、また村を離れていた期間がそれ
ほど長期ではないことから、現地住民として景観を形成していた同集落の営みを実体験と
して記憶していると推察できる。このため、前述の U-Ar や U-Ma に比して、当該時期の情
報をより豊富に有している人物であった。 






















U-Ma が提供した情報は（図１１）、ウリカ=ナツィオナーリノエの北西約 1.5km ほど離
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①ジャガイモ畑 ②乳牛牛舎（400 頭） ③トウモロコシ畑 ④キュウリ・トマト・スイカ畑 ⑤墓
地 ⑥エンバク・ダイズ畑 ⑦村ソビエト 





























                                                   





先のコルホーズ労働） ④コルホーズ漁業基地（1972 年頃移転） ⑤クラブ（1972 年頃移転） ⑥
学校（1972 年頃移転） ⑦商店 ⑧コルホーズ本部・併設郵便局（1972 年頃移転） ⑨墓地 ⑩魚
貯蔵庫 





























れていた耕作地であったことが追認された。これに加え、1971 年の CORONA 衛星画像に
 
①コルホーズのジャガイモ畑（1960 年代が最盛期 70 年代には耕作放棄） ②畑（詳細不明） ③畜
舎（1970 年代銀行に借金し作ったが 1 年半から 2 年で失敗） ④⑤⑥畑 ⑦魚貯蔵庫（冬季の天然
氷室） ⑧ジャガイモ畑 ⑨コルホーズのバーニャ 
















































                                                   
18 現地調査では、各インフォーマントから得られた情報のなかで、重要度の高いものや疑
問がある内容などに関して、複数の地域住民にフォローの聞き取りを行った。 


















































































































上の評価と一致することが指摘できる（Bacon 2002; Harrison 2002）。ソ連邦最後の最高指
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Landscape Shift Caused by the Development and Collapse of the Soviet: 





The policies of the Soviet Union caused one of the most drastic landscape shifts in 
the 20th century. During the Soviet era, however, it was difficult for anthropologists from 
the Western Bloc to visit and do research. Therefore, ethnographic information on those 
landscape shifts was very limited. 
This paper attempts to analyze the landscape of indigenous villages in the Amur 
region during the Soviet era with GIS analysis using satellite imagery. In particular, this 
research examines the Corona satellite images that gathered information on landscapes 
in the Soviet era and compares those images to the present. In addition, it clarifies 
information on past landscapes in the satellite images through oral histories based on 
interviews with local people conducted as part of the ethnographic research. 
The results of these different types of research lead to the conclusions that 
indigenous villages in the Soviet era founded and managed by Kolkhoz were not 
sustainable with the work force of local villagers only, and that such a situation was 
already difficult to sustain before the collapse of the Soviet system. On the other hand, 
ethnographic data shows that the subsistence activities of indigenous villages which 
were based on a delicate balance of relationships with outside economies have sustained 
their daily life even after the collapse of the Soviet Union and have constructed the 
present landscape in this area. 
These findings help to clarify political and economic factors as driving forces behind 
subsistence activities of an indigenous forager society in the Far East Asia from the 
Soviet era until the present. At the same time, it examines the transition of foragers’ 
adaptation strategies under the Soviet Union, about which there has been very limited 




Keywords: indigenous policy, kolkhoz, post socialisum, Russian Far East, satellite image 
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